
難灘
難藻懸繍　聯

　　　難驚　罎購
　　　　　　麟懸鵜

購糠鰯響
織　　、纒灘灘職

　　　　　　　　灘

1　　罐讐

鷲

多

畿

誌垂聾騰麟灘

2
塘

　
　
　
　
　
蓑
難

　
　
　
　
　
　
　
講

、
盤

灘

鑑

鐘

灘叢

罐
雛

難難

磯

《人口の動き》

　8月末現在

　
　
墨

懸

灘

璽
　
　
　
灘

灘

難

翼

鹸

馨

華

一製

灘

　　　
灘齪雲

縣

難　
　
鰹

轟欝　
蒙

欝”

男2，746（一10）女2，784（一4）計5，530（一14）

出生O　死亡3　転入10　転出21

蟹
嚢

．
蟹

難

　
　
　
躍

世帯数1，589（一4）
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〉
初
代
城
主
も
カ
ゴ
に
乗
つ
て

　
登
場

第
九
回
町
民
体
育
祭

伊
沢
チ
　
ム
が
連
覇
（
評
臨
）

▼アツアツカッブルの誕生

　
「
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
、
明
る
く
住
み
よ
い
町
づ
く
り
を
」

を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
去
る
八
月
七
日
行
わ
れ
た
町
民
体
育

祭
も
、
今
回
で
九
回
を
数
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
だ
れ
で
も
参
加
で
き
、
足
の

速
さ
を
問
わ
な
い
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
主
体
の
種
目
に
、
応
援

慰
曝

嚢
露

　
職
　
　
器

　
　
　
　

蝋
難

礫

撫

席
も
出
場
し
た
選
手
と
一
体
と
な
り
楽
し
ん
で
暑
い
一
日

を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
結
果
は
、
伊
沢
チ
ー
ム
が
奴
奈
川
チ
ー
ム
を
僅
か
の
差

で
リ
ー
ド
し
、
昨
年
に
続
い
て
の
連
続
優
勝
を
果
し
ま
し

た
。

▼人目を気にしちゃいられません

　　　　　　　　　耀

　　　　　　　　　r．一　　、■　1　　　　　　　　　　11　　甲　　　　　　　　　■　『　　一　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　甲

「
お
、

く
取
れ

　
や
れ
」

解

〉
食
わ
れ
た
く
な
か
っ
た
ら
動
く
な
よ
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　　第1回からの順位表
優　勝 2　位 3　位 4　位 5　位 6　位 7　位

1（55） 奴奈川 伊　沢 松代A 山　平 松代B 南　部 峰　方

2（56） 伊　沢 奴奈川 山　平 峰　方 松代A 松代B 南　部

3（57） 奴奈川 山　平 伊　沢 松代B 南　部 峰　方 松代A
4（58） 奴奈川 山　平 松代A 伊　沢 南　部 松代B 峰　方

5（59） 山　平 奴奈川 松代A 伊　沢 松代B 南　部 峰　方

6（60） 山　平 伊　沢 奴奈川 松代B 松代A 峰　方 南　部

7（61） 山　平 奴奈川 松代A 伊　沢 松代B 峰　方 南　部

8（62） 伊　沢 奴奈川 松代A 松代B 山　平 峰　方 南　部

聯嬉麟ll、一1 、謙羅鑛瑳毒拓 i麟、藷灘

，
，

謬
鑛
購蝋　

　　　　1締、
▲応援席の声援の中でバトンタッチ

鎌灘

▲

量　
季
　
　
　
寧

　
　
　
奪
の

　
　
　
　
む

　
　
　
　
　
夢

　
　
　
　
　
　
を

》
お
じ
さ
ん
強
そ
う
で
も

　
　
　
　
ジ
ャ
ン
ケ
ン
は
弱
い
の
ね

曝騒
．、螺曳

灘

1
、
漏

響

ム

骸
　阪．

　％　　暁告

F態“
　　　　％

轟

、．

　
藻

　
　
　
慧

覇



1””ll”1””II””lll”lll”III”1””IllIIこうほう・まつだい（63．9月号）1”””””””””il”1“1”1””1””lll”1””II”II“IllIII”1”””1”””llII””1”””1””ll”ll”1”Ill”llllll”II”1”Ill”””14””1””II”II

關
礁
騨
臨
器
駒
鶴
霧
爾
驕
驕
驕
圏

霊
塞
粥
藁
亜
錘
震
瞠
蕪
亜
甕
頭
翻
霊
亜
悪

胴
圃
圃
魍
魍
匪
盟
圏
園
騨
獺
魍
圃
閣
闘
薩
圃
塵
圃
麗

え
ち
ご
ち
ぢ
み
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
く
れ
と
い
わ
れ
て
も
、
前
述
の

越
後
縮
の
復
活
は
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
お
り
　
縮
を
織
る
力
も
な
く
前

い
か
が
な
も
の
で
し
ょ
う
　
　
　
借
金
も
瀧
．
っ
て
い
る
た
め
に
、
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
や
、
材
料
の
青
苧
を
前
借
で
き

ち
ぢ
み
う
ん
じ
ょ
う

　
縮
運
上
（
縮
に
課
し
た
税
）
の

こ
と
を
知
ら
べ
て
い
る
と
き
、

　
塩
沢
住
の
若
井
朝
晴
氏
文
書
か

ら
次
の
も
の
を
発
見
し
ま
し
た
。

天
明
五
年
九
月
の
願
書
で
す
。

　
こ
の
中
に
、
代
官
所
か
ら
、
「
松

　
　
　
　
　
　
　
　
た
ん

之
山
か
ら
の
縮
の
報
告
反
数
が
バ

カ
げ
に
少
な
い
。
も
っ
と
増
や
し

て
書
き
出
せ
」
と
あ
り
ま
す
が
、

安
永
九
年
（
一
七
八
○
）
か
ら
虫
つ

き
大
悪
作
、
翌
、
天
明
元
年
は
、

雨
つ
づ
き
、
地
辻
り
洪
水
の
被
害
、

翌
二
年
は
荒
地
の
開
こ
ん
に
追
わ

れ
そ
の
翌
年
は
前
代
未
聞
の
大
悪

　
　
　
　
　
　
　
　
わ
ら
も
ち

作
で
飢
死
が
つ
づ
き
、
藁
餅
や
草

木
の
根
や
葉
を
食
べ
て
、
よ
う
や

く
生
き
抜
く
者
も
、
疫
病
に
倒
れ

て
死
す
る
者
多
く
、
残
る
者
も
た

だ
生
き
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
と

書
か
れ
て
い
る
。

　
く
ら
し
の
た
め
に
、
縮
を
沢
山

な
い
農
家
が
続
出
し
、
死
者
を
出

し
た
農
家
は
、
手
不
足
で
縮
を
つ

　
　
し
　
　
こ
　
　
　
　
て

く
る
仕
込
み
手
が
足
り
な
い
。

　
縮
の
こ
と
を
松
之
山
縮
と
も
い

わ
れ
、
松
之
山
の
評
判
は
外
で
は

高
い
よ
う
だ
が
、
現
状
を
御
賢
察

の
上
、
反
数
を
増
や
せ
と
い
う
の

　
か
ん
べ
ん

は
勘
弁
し
て
下
さ
い
。
と
松
之
山

郷
六
十
四
ヶ
村
が
願
い
出
て
い
る
。

　
一
方
で
は
、
青
苧
畑
を
開
墾
し
、

上
質
で
な
く
て
も
、
婦
人
た
ち
は
、

宿
を
貸
し
合
い
、
夜
な
べ
仕
事
で

糸
つ
く
り
を
し
、
縮
づ
く
り
に
励

ん
だ
。

　
　
　
　
た
つ
　
か

　
松
代
の
田
鍬
の
お
ば
あ
さ
ん
は

最
近
ま
で
糸
つ
く
り
を
し
て
い
た
。

　
近
年
、
一
反
一
千
万
円
も
す
る

縮
を
、
六
日
町
在
の
無
形
文
化
財

に
技
術
指
定
を
う
け
た
老
婆
が
織

る
糸
の
多
く
は
、
そ
の
昔
、
松
代

の
若
松
園
さ
ん
が
世
話
し
た
糸
が
、

今
日
も
大
切
に
使
わ
れ
て
い
る
と

い
・
つ
。

　
大
切
な
産
物
と
、
技
術
が
消
え

て
久
し
い
が
、
い
つ
か
、
こ
れ
を

復
活
で
き
ぬ
も
の
で
し
ょ
う
か
。

剛

賜
　
謹
僻
、
、
灘
　
藤

　
　
　
　
　
　
　
　
き
　
　
　
　
ぽ
ロ
　
コ

　
　
　
　
　
　
　
　
欝

注
文
・
．
㌶
繍
膿
蟹
遜
腰
愚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
講
慧

　
　
鏑
燕
醗
騒
騨
濁
闘
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
毫
鑛
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
慧

9月末日まで、予約注文を

うけつけています（櫛h）

　
む
か
し
、
む
か
し
か
ら
の
、
松
代
町
の
あ
ゆ
み
、
人
び
と
の
「
よ
ろ
こ
び
」

や
「
悲
し
み
」
が
語
ら
れ
、
子
ど
も
た
ち
が
年
よ
り
か
ら
き
か
さ
れ
た
昔
が
た

り
も
あ
り
、
全
編
を
充
実
さ
せ
ま
し
た
。
今
世
紀
の
記
念
に
御
注
文
下
さ
い
。

電
話
一
本
で
結
構
で
す
。

　
　
（
七
）
二
三
〇
一
番
　
町
教
育
委
員
会
・
公
民
館
へ
連
絡
く
だ
さ
い
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第
十
三
回
高
齢
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

　
　
　
　
　
　
奴
奈

　
八
月
六
日
、
高
令
者
生
き
が
い

対
策
事
業
の
一
環
と
し
て
第
十
三

回
高
令
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
、
総

合
体
育
館
を
会
場
に
行
わ
れ
ま
し

た
。　

松
代
A
、
松
代
B
、
山
平
、
奴

奈
川
の
四
チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
の

大
会
に
、
今
年
は
五
百
人
近
い
人

た
ち
が
集
ま
り
、
用
意
さ
れ
た
種

目
に
精
一
杯
体
を
動
か
し
、
大
き

な
声
援
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

　
郡
高
令
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
と
同

じ
種
目
で
行
わ
れ
、
種
目
ご
と
の

勝
者
チ
ー
ム
が
郡
大
会
へ
出
場
で

き
る
と
あ
つ
て
最
後
ま
で
白
熱
し

た
展
開
と
な
り
、
中
で
も
フ
ラ
フ

ー
プ
用
の
輪
を
使
っ
て
の
「
輪
と

び
リ
レ
ー
」
で
は
、
選
手
の
熱
気

強
し

と
応
援
席
か
ら
の
声
援
が
一
つ
と

な
り
、
広
い
体
育
館
も
こ
の
時
ば

か
り
は
狭
く
感
ず
る
ほ
ど
。

　
結
果
は
総
合
得
点
で
他
チ
ー
ム

を
引
き
離
し
た
奴
奈
川
チ
ー
ム
に

社
会
課
長
か
ら
優
勝
旗
が
手
渡
さ

れ
、
来
年
も
元
気
な
姿
で
会
え
る

こ
と
を
約
束
し
終
了
し
ま
し
た
。

優勝　奴奈川チーム

ニ位　松代Bチーム

三位　松代Aチーム

四位　山　平チーム

戦後、

ソ連濠たはモン蹴醐レの地域で

強制抑留岱れた鷺様へ

　
こ
の
た
び
、
平
和
記
念
事
業
特

別
基
金
等
に
関
す
る
法
律
が
成
立

し
、
同
法
に
基
づ
い
て
戦
後
ソ
連

又
は
モ
ン
ゴ
ル
の
地
域
に
お
い
て

強
制
抑
留
さ
れ
た
方
で
日
本
に
帰

還
し
た
戦
後
強
制
抑
留
者
又
は
そ

の
遺
族
に
慰
労
品
（
書
状
、
銀
杯
）

を
贈
呈
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ら

の
方
々
の
う
ち
年
金
、
恩
給
等
を

受
給
し
て
い
な
い
方
に
は
、
更
に

慰
労
金
と
し
て
1
0
万
円
（
二
年
償

還
の
記
名
国
債
）
を
支
給
す
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

　
慰
労
品
の
贈
呈
及
び
慰
労
金
の

請求書類などの送付先およ

び問い合わせ先

　〒H2東京都文京区大塚

　　　　5－3－13
　平和祈念事業特別基金

　業務第2課

　盈03－945－4703

　
　
　
　
　
　
　
オ

扉
＼
』

　
　
　
　
　
　
　
ろ

ぼ
轍
．
雌
て

支
給
は
請
求
に
基
づ
い
て
行
う
こ

と
と
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
慰
労

品
・
慰
労
金
の
請
求
を
し
よ
う
と

す
る
方
は
、
平
和
祈
念
事
業
特
別

基
金
か
ら
請
求
書
類
を
受
取
り
必

要
な
書
類
を
添
え
て
「
平
和
祈
念

事
業
特
別
基
金
あ
て
直
接
送
付
し

て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
請
求
書
類
は
役
場
社
会

課
社
会
福
祉
係
に
も
置
い
て
あ
り

ま
す
。

　
請
求
期
限
は
、
昭
和
六
十
三
年

八
月
一
日
か
ら
昭
和
六
十
八
年
三

月
三
十
一
日
ま
で
で
す
。



こうほう・まつだい（63．9月号）“”””llII”II”lllll”II”Illlll””lllII”II”Il”II”IliII”ll”””III”IIIll””1”II”1””II”II”””1”III”1””1”1”II”1””16

二
個
の
タ
イ
ム

　
　
　
　
　
永
遠

　
昭
和
五
十
三
年
、
当
時
の
桐
谷

小
・
中
学
校
の
校
舎
隅
の
敷
地
に
、

先
生
と
生
徒
が
十
年
後
に
再
会
し

堀
り
返
す
こ
と
を
約
し
、
「
友
情
の

タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
」
を
埋
め
ま
し

た
。　

十
年
後
に
当
た
る
今
年
八
月
十

七
日
、
桐
山
校
で
教
え
ら
れ
た
先

の　
生
、の

生
徒
が
見
守
る
中
、

五
麿
の
地
中
か
ら
直
径
三
十
紬
．
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

磁
器
の
フ
タ
の
つ
い
た
カ
メ
ニ
個

が
姿
を
現
わ
し
ま
し
た
。
中
か
ら

は
「
十
年
後
の
私
」
と
題
し
た
生

徒
に
よ
る
文
集
、
習
字
、
先
生
の

作
文
、
桐
山
校
の
歩
み
等
が
十
年

カ
プ
セ
ル

地
元
父
兄
と
帰
省
中
の
当
時

　
　
　
　
　
　
　
深
さ
一
・

つ
一

‘

桐山

れ
た
学
校
も
過
疎
の
波
に
勝
て
ず
、

五
十
七
年
に
惜
し
ま
れ
な
が
ら
も

廃
校
。
跡
地
に
は
記
念
碑
が
立
て

る
と
と
も
に
、
卒
業
生
、
地
元
父

兄
、
同
校
勤
務
の
先
生
方
に
よ
る

桐
友
会
が
結
成
さ
れ
、
太
い
絆
で

結
ば
れ
て
い
ま
ず
。

し

．
㌧
．
．

＼

　
場
所
を
集
落
開
発
セ
ン
タ
ー
に

変
え
て
の
宴
会
で
は
、
桐
友
会
の

面
々
十
数
人
と
部
落
民
が
婦
人
会

手
作
り
の
山
菜
料
理
に
舌
つ
づ
み

を
打
ち
な
が
ら
盃
を
交
わ
し
、
思

い
出
話
に
心
ゆ
く
ま
で
浸
っ
て
い

ま
し
た
。

▲思い出の地から昔のままのカプセルが

前
の
ま
ま

出
て
き
て

居
合
わ
せ

た
人
た
ち

を
喜
ば
せ

ま
し
た
。

　
昭
和
二

＋
五
年
、

当
時
の
地

域
住
民
の

教
育
に
か

け
る
熱
意

に
よ
り
隣

接
部
落
と

の
組
合
立

（
三
郡
三

村
）
に
よ

り
建
設
さ

献
血
功
労
で
知
事
か
ら
感
謝
状

　
　
　
　
　
　
　
奈
良
立
の

　
こ
の
た
び
奈
良
立
の
堀
川
一
郎

さ
ん
（
役
場
勤
務
）
粋
写
真
ー
が

献
血
功
労
者
と
し
て
君
県
知
事
か

ら
感
謝
状
を
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

萎
き

堀
川
　
一
郎
さ
ん

　
　
贈
呈
式
場
と
な
っ
た
県
庁
警
察

庁
舎
会
議
場
に
は
知
事
、
日
赤
県

支
部
長
、
県
医
師
会
長
と
、
受
彰

者
側
か
ら
は
堀
川
さ
ん
は
じ
め
十

四
名
と
四
十
三
人
の
団
体
関
係
者

が
出
席
。

　
　
知
事
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
感
謝

状
と
記
念
品
が
知
事
と
日
赤
支
部

長
の
手
か
ら
代
表
者
に
渡
さ
れ
、

県
医
師
会
長
は
「
お
金
で
造
る
こ

　
と
の
で
き
な
い
も
の
に
人
間
の
心

と
血
液
が
あ
り
ま
す
…
…
」
と
受

彰
者
に
献
血
へ
の
感
謝
の
言
葉
を

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
献
血
回
数
が
じ
き
に
六
十
回
に

達
す
る
堀
川
さ
ん
。
　
「
献
血
は
自

分
の
健
康
管
理
に
も
役
立
ち
ま
す
。

今
回
の
受
彰
を
ス
テ
ッ
プ
に
今
後

も
続
け
た
い
」
と
心
強
い
言
葉
。

　
町
に
も
月
一
回
の
ぺ
ー
ス
で
献

血
車
「
ゆ
う
あ
い
号
」
が
来
て
い

ま
す
。
健
康
管
理
に
あ
な
た
も
献

血
に
協
力
し
み
ま
せ
ん
か
。

灘韓醗叢撚簸瀞聲毒懸欝麟鞭窯窺

》
贈
呈
式
で
君
知
事
が

　
　
　
　
　
　
　
あ
い
さ
つ
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交
通
安
全
折
り
鶴
作
戦

チ
ビ
ツ
コ
交
通
安
全
隊
大
活
躍

「
安
全
運
転
で
お
願
い
し
ま
す
」

「
酔
っ
ぱ
ら
い
運
転
し
な
い
で
ね
」

町
内
保
育
園
児
に
よ
る
チ
ビ
ッ
コ

交
通
安
全
隊
の
可
愛
い
い
声
が
ド

ラ
イ
バ
ー
の
気
分
を
和
げ
て
く
れ

ま
し
た
。

▲折り鶴とウチワを手に「早く車がこないかなあ」

潔
羅

　　　’幅蝋　一嚇
　■｛、’～

講
繋

　
誕

　鱗縫鞭

》
「
安
全
運
転
で
ね
」
か
わ
い
い
子
ど
も
の
呼
び
か
け
に

　
ド
ラ
イ
バ
ー
も
ニ
ッ
コ
リ

　
八
月
二
日
に
は
蒲
生
と
室
野
保

育
園
の
園
児
二
十
名
が
蒲
生
外
れ

の
国
道
で
、
翌
週
九
日
に
は
松
代

と
犬
伏
保
育
園
の
子
ど
も
三
十
五

人
が
婦
人
交
通
安
全
指
導
員
、
交

母
の
会
代
表
ら
と
一
緒
に
犬
伏
地

内
で
通
り
か
か
っ
た
車
を
止
め
安

全
運
転
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
ド
ラ
イ
バ
ー
も
最
初
け
げ
ん
そ

う
な
顔
で
車
の
窓
を
開
け
る
も
の

の
か
わ
い
い
園
児
の
呼
び
か
け
に

ニ
ッ
コ
リ
。
折
り
鶴
、
ウ
チ
ワ
、

お
し
ぼ
り
を
園
児
の
手
か
ら
渡
さ

れ
る
と
あ
り
が
た
そ
う
に
受
取
っ

て
い
ま
し
た
。

　
九
月
二
十
一
日
か
ら
十
日
間
、

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
行
わ

れ
ま
す
。
交
通
情
勢
の
変
化
か
ら

町
を
通
過
す
る
車
両
が
大
幅
に
増

え
て
い
ま
す
。
悲
惨
な
交
通
事
故

の
当
事
者
と
な
ら
な
い
よ
う
気
持

ち
を
引
き
締
め
ま
し
ょ
う
。

〔期間〕

　　9月21日㈲～9月30日㈹

り

〔スローガン〕

　　ゆずりあう

　　　心のゆとりと

　　　　　　思　い　や

　　　　”、

鍔＿％“＿垂

臓薄転藤

〔期間〕

　　9月11日（日）～9月20日（幻

〔スローガン〕

　お年寄りも

　　横断歩道は

　　　手をあげて

（
（

霜、
　　　　ζ

　，，職，一導

｛
A

◎
・

｝評
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松代町の

野・鳥

シ
リ
ー
ズ
⑲

ツ

　
前
回
は
、
ツ
グ
ミ
科
の
夏
鳥
の

ク
ロ
ツ
グ
ミ
を
紹
介
し
ま
し
た
が

今
回
は
、
あ
と
一
～
二
ヵ
月
で
松

代
町
で
も
姿
や
鳴
き
声
を
観
察
す

る
こ
と
が
で
き
る
冬
鳥
の
ツ
グ
ミ

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　
ツ
グ
ミ
と
い
う
と
皆
さ
ん
は
何

を
思
い
ま
す
か
？
　
昔
か
ら
「
焼

き
と
り
」
の
代
名
詞
と
し
て
有
名

で
、
鳥
に
関
心
の
な
い
人
で
も
「
焼

き
と
り
に
な
る
あ
の
鳥
で
す
」
と

言
え
ば
す
ぐ
わ
か
る
と
思
い
ま
す
。

ツ
グ
ミ
は
、
保
護
鳥
で
捕
獲
す
る

こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
焼
き
と
り
に

し
て
食
べ
る
な
ん
て
こ
と
は
で
き

な
い
鳥
な
の
で
す
が
、
毎
年
、
全

国
特
に
中
部
六
県
と
栃
木
県
で
は

相
当
数
の
ツ
グ
ミ
が
密
猟
さ
れ
て

「
焼
き
と
り
」
と
し
て
食
べ
ら
れ

い
ま
す
。
戦
前
は
、
鳥
屋
猟
と
い

っ
て
、
中
部
六
県
と
栃
木
県
で
年

間
四
〇
〇
万
羽
位
の
ツ
グ
ミ
が
密

猟
さ
れ
て
い
た
と
の
こ
と
で
す
。

や

ク
、
、
、

松
永

1光

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
ツ
グ
ミ
は
、
つ
ぐ
む
か
ら
転
化

し
口
を
つ
ぐ
ん
で
し
ま
う
意
で
、

夏
至
を
す
ぎ
る
と
だ
ま
っ
て
し
ま

う
と
こ
ろ
か
ら
き
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
す
。
ス
ズ
メ
目
ヒ
タ
キ
科

ツ
グ
ミ
亜
科
に
分
類
さ
れ
、
全
国

に
冬
鳥
と
し
て
十
月
中
旬
こ
ろ
に

大
陸
か
ら
渡
来
し
、
翌
年
の
四
月

下
旬
こ
ろ
ま
で
、
日
本
の
あ
ち
こ

ち
で
生
活
し
て
い
ま
す
。
本
種
の

渡
り
は
、
こ
れ
ま
で
大
陸
か
ら
一

気
に
日
本
海
を
渡
っ
て
能
登
半
島

に
来
て
、
そ
こ
か
ら
日
本
各
地
に

分
散
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
し

た
が
、
必
ず
し
も
そ
う
ば
か
り
で

は
な
く
、
現
在
は
ニ
コ
ー
ス
が
あ

る
と
い
う
説
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
そ
の
一
つ
は
、
大
陸
か
ら
島
づ

た
い
に
北
海
道
に
渡
り
、
本
州
の

日
本
海
沿
岸
を
南
下
す
る
コ
ー
ス

と
、
大
陸
を
南
下
し
途
中
か
ら
日

本
の
中
部
地
方
に
日
本
海
を
横
断

す
る
コ
ー
ス
の
二
つ
で
す
。
標
識

調
査
の
結
果
で
は
、
昭
和
三
六
年

年
か
ら
昨
年
ま
で
八
、
七
〇
八
羽

標
識
放
鳥
さ
れ
、
日
本
放
鳥
の
ツ

グ
ミ
が
中
国
と
韓
国
で
回
収
さ
れ

た
こ
と
が
各
一
例
づ
つ
あ
り
ま
す
。

し
か
し
外
国
放
鳥
、
日
本
回
収
と

い
う
例
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
今

後
の
調
査
が
待
た
れ
ま
す
。
ま
た

日
本
海
沿
岸
を
移
動
す
る
群
が
確

認
さ
れ
て
お
り
、
コ
ー
ス
が
ニ
コ

ー
ス
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る

の
で
す
。
少
し
専
門
的
に
な
り
ま

す
が
、
能
登
半
島
に
渡
っ
て
来
た

ツ
グ
ミ
数
体
を
捕
獲
し
渡
り
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
と
な
る
体
脂
肪
の
量
を

測
定
し
た
結
果
、
雄
の
成
鳥
、
雌

の
成
鳥
、
雄
の
幼
鳥
、
雌
の
幼
鳥

の
順
に
体
脂
肪
の
消
費
が
大
き
く

な
る
と
の
こ
と
で
、
雌
の
幼
鳥
の

一
番
体
脂
肪
の
消
費
が
大
き
い
こ

と
が
わ
か
り
、
そ
の
た
め
雌
の
幼

鳥
の
死
亡
率
が
高
く
な
る
こ
と
が

考
え
ら
れ
ま
す
。
渡
来
直
後
の
ツ

グ
ミ
の
砂
の
う
、
腸
は
萎
縮
し
、

小
さ
く
な
り
、
体
内
に
は
餌
は
何

も
入
っ
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
っ

て
お
り
、
そ
れ
が
見
事
各
地
に
分

散
を
は
じ
め
る
こ
ろ
に
は
普
通
に

な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
そ

の
よ
い
例
が
能
登
半
島
の
先
端
付

近
の
宝
立
と
い
う
と
こ
ろ
で
は
、

砂
の
う
、
腸
は
萎
縮
し
た
ま
ま
で

▽
農
繁
期
の
火
災
予
防
を
△

　
忙
し
い
農
繁
期
と
な
り
、
家
を
留
守
に
す
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま

す
。
外
出
す
る
時
は
も
う
一
度
火
の
元
を
点
検
し
ま
し
ょ
う
。

一
、
乾
燥
機
か
ら
の
出
火
防
止

○
機
械
の
正
し
い
取
扱
い
方
法
を

確
認
す
る
．

○
周
囲
は
い
つ
も
整
理
し
、
燃
え

や
す
い
も
の
は
置
か
な
い
。

○
使
用
前
は
必
ず
点
検
す
る
。

○
使
用
中
温
度
が
高
く
な
り
す
ぎ

な
い
か
定
期
的
に
監
視
す
る
。

○
火
を
つ
け
た
ま
ま
給
油
し
な
い
。

○
バ
ー
ナ
ー
が
つ
ま
っ
て
い
な
い

か
時
々
点
検
す
る
。

ノ

！

じ6「

’

レ
リ

㌔
㌃
．

＼

の　
　
し

）
㌧

・
ノ

．
　
ノ

ノ

※
慣
れ
る
、
忘
れ
る
、
知
ら
な
い

が
火
災
に
つ
な
が
り
ま
す
。

二
、
焚
火
か
ら
の
出
火
防
止

○
ワ
ラ
、
屑
、
モ
ミ
殼
等
を
焼
却

す
る
時
は
周
囲
の
状
況
等
に
配
慮

し
危
険
の
な
い
場
所
で
実
施
す
る
。

○
必
ず
監
視
人
を
つ
け
て
お
き
、

火
勢
を
大
き
く
し
な
い
よ
う
に
す

る
。7

ぽ
　
　
魁
い

　
，

　
　
　
　
』

　
　
　
　
b

1川

鵬丁脈。
：
”
一

r

器
・

ノ，

血
盤

㌧b亀

．
』

㍑3
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少
し
内
陸
に
入
っ
た
宝
達
と
い
う

と
こ
ろ
ま
で
来
た
時
に
は
、
途
中

で
木
の
実
を
食
べ
る
こ
と
か
ら
萎

縮
し
た
砂
の
う
、
腸
は
大
き
く
な

る
こ
と
が
知
ら
れ
、
そ
の
証
拠
と

し
て
宝
立
、
宝
達
周
辺
に
は
多
く

の
実
の
な
る
木
が
存
在
す
る
こ
と

が
知
ら
れ
、
こ
れ
は
ツ
グ
ミ
等
の

渡
り
鳥
が
食
べ
た
木
の
種
子
が
排

泄
さ
れ
播
種
さ
れ
る
た
め
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
反

対
に
春
日
本
か
ら
北
帰
す
る
前
の

ツ
グ
ミ
の
体
脂
肪
の
測
定
で
は
、

腰
、
腸
内
脂
肪
が
増
大
し
、
そ
の

半
面
胸
の
脂
肪
は
減
少
す
る
こ
と

が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
意

味
す
る
も
の
は
体
内
に
で
き
る
だ

け
の
脂
肪
を
貯
え
る
必
要
か
ら
腸

及
び
、
砂
の
う
は
萎
縮
し
、
そ
の

分
脂
肪
を
多
く
貯
わ
え
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
す
。
ツ
グ
ミ
に
限
ら

ず
渡
り
を
す
る
動
物
に
と
っ
て
渡

る
前
に
脂
肪
を
多
く
貯
え
、
渡
り

の
途
中
は
飲
ま
ず
、
食
わ
ず
で
海

を
越
え
、
蓄
積
し
た
脂
肪
を
少
し

づ
つ
消
費
し
て
渡
る
の
で
す
。
言

い
か
え
れ
ば
、
身
を
す
り
減
ら
し

な
が
ら
渡
り
を
す
る
と
言
う
こ
と

が
で
き
ま
す
．

　
ツ
グ
ミ
と
は
ど
ん
な
鳥
か
と
言

い
ま
す
と
、
ム
ク
ド
リ
位
の
大
き

さ
で
、
背
面
は
黒
褐
色
、
胸
は
黒

い
帯
、
脇
に
黒
ま
だ
ら
が
あ
り
、

眉
と
の
ど
の
白
、
静
止
時
の
翼
の

茶
ま
だ
ら
が
や
や
目
立
ち
ま
す
。

体
つ
き
は
、
ス
マ
ー
ト
に
み
え
ま

す
が
、
な
ん
と
な
く
セ
ン
ス
の
な

簸蝿

、
、
、

グツ

い
ヨ
レ
ヨ
レ
の
服
を
着
た
よ
う
な

地
味
な
姿
で
鳴
き
声
も
、
ケ
ェ
ツ

ケ
ェ
ッ
と
か
、
ク
ワ
ッ
ク
ワ
ッ
と

い
う
感
じ
の
鳴
き
方
で
す
．
主
に

地
上
性
で
二
足
と
び
を
し
樹
上
で

は
あ
ま
り
動
か
ず
、
警
戒
す
る
と

翼
や
尾
羽
を
開
閉
し
、
尾
羽
を
上

下
に
振
る
動
作
を
し
ま
す
。
そ
し

て
、
木
の
実
や
、
草
の
種
子
の
ほ

か
昆
虫
類
を
食
べ
、
そ
の
う
ち
の

三
八
％
は
、
昆
虫
と
い
う
こ
と
で

す
。
ま
た
、
木
の
実
は
果
皮
、
果

肉
を
摂
取
し
、
子
実
は
糞
と
と
も

に
排
泄
し
種
子
の
散
布
を
助
け
、

自
然
林
の
更
新
に
役
立
っ
て
い
る

の
で
す
．

　
こ
の
よ
う
に
有
益
な
鳥
を
毎
年

数
万
羽
も
密
猟
し
食
べ
て
い
る
の

で
す
。
幸
に
し
て
本
県
は
渡
り
の

コ
ー
ス
か
ら
は
ず
れ
て
い
る
た
め

か
こ
の
よ
う
な
密
猟
は
あ
り
ま
せ

ん
。
も
う
一
～
二
ヵ
月
も
す
る
と

夜
空
を
渡
る
ツ
グ
ミ
の
鳴
き
声
を

松
代
町
で
も
観
察
さ
れ
ま
す
。
そ

れ
を
た
の
し
み
に
し
、
中
村
憲
吉

の
ツ
グ
ミ
の
歌
で
こ
の
項
を
終
り

ま
す
。

　
つ
ぐ
み
鳥
山
を
出
入
り
て

　
　
哺
く
こ
ゑ
す
鋤
田
は
す
で
に

　
　
　
水
引
け
る
ら
ん

　
　
　
　
の

　
　
　
　
も

●
は
㈱

　
　
　
血
心

　
　
　
献

柳
　
恵
子

佐
藤
タ
ツ

番
場
　
貴

柳
　
公
吉

村
山
広
栄

数
井
和
代

真
島
和
徳

相
沢
容
子

中
沢
巳
栄
子

宮
沢
新
松

佐
藤
徹
夫

郡内の交通事故

ご
協
力

あ
り
が
と
う

　
　
ご
ざ
い
ま
し
た

木村佐柳小小武
村山藤　堺堺田
宏和貞　定月芳
之枝夫久男子夫

山
田
久
美
子

重
野
佳
代
子

山
本
　
厚

市
川
健
司

発生状況
　　（8．20現在）

長
田
幸
男

斉
木
　
勉

米
持
徳
二

高
橋
ふ
く
え

堀
川
　
一
郎

米
持
英
雄

笠
原
　
等

武
田
代
枝
子

関
谷
克
也

井
上
範
子

樋
口
勝
彦

関
谷
栄
治

柳
　
広
美

岡
田
　
一
行

樋
口
恵
子

西
潟
都
伊
子

室
岡
由
紀
子

斉
藤
徳
弥

若
井
利
晴

村
山
友
義

小
池
二
美
代

本
山
豊
樹

日
名

27

者
月
血

7
献
太字は400m2

斉
藤
　
一
良

浜
川
　
一
明

石
平
寿
一

大
野
賢
郎

保
坂
多
作

小
池
政
明

品
田
　
靖

小
松
和
夫

横
田
和
吉

倉
繁
・
隆

松代町での

事故の形態

傷者 死亡 件数 町　　村

10 1 9 安塚町

車車車バ車自
　　　イ
　対　　ク対損
対　対
　バ　対自事
　イ　　　転
車ク人人車故

13 1 10 浦川原村

11 9 松代町

11 1 6 松之山町

3

司
　
千

3 大島村

3　1　2　1　　2 2 2 牧　　村

9 50 3 38 計
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　　　　　　マラソン

　　　　　　　　　　ご　　　　　　　　何
　　　“　　　　　　　111’1　　　　　　。　も

◆期　田　10帰2田繭曜購

灘会場町民グランド
導濡璽圖★1襲m（親蕃ジ籔ギングも含む）

　　　　☆曾翫，3巽m，5k搬

登囎込み9醜報催翻牒耀こ体曹館へ

　し
　な
　い
の
カご

　
番
夕“

メ

o
　　　　　　　　　　川1

成人病の最大原因は、　運動不足　です。

達勧や議ポー婁　は人問が健康に生きる為の

　　　　　　　　　　　最低条件です。

本年度は各部落に参加申し込みの回覧は

　　いたしませんので、電話等で

　　申し込みをお願いいたします。

健康維持稼酵瓶毎臥融
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窒月 △
写

《
忍

昌
8
0

△
写

騨蛎　　　　　　　　　郷㈱騨騨騰㈱㈱郷騰㈱騰㈱郷鱒㈱騨㈱嶋騨騨郷璽
婁　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　籔
韓　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　婁
韓元読売巨人軍松本匡史氏を迎えて！　騒
1　　　　　〔現在プロ野球解説者〕1
韓　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　籔
婁　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　騒
韓　《講演テーマ》　『私の野球人生』　　婁
韓　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　婁
齢㈱㈱㈱繍翻懸㈱麟㈱繍㈱㈱翻㈱㈱齢㈱㈱繍麟麟㈱懸齢翻麟㈱＿謹

　★日　　時　昭和63年10月10日　（体育の日）

　　　　　　　　午後2時20分～午後3時40分

　★会　場松代町総合体育館
　★参加料　1名200円（当日徴収）

　ちか　リヘひ　りちあ　のの　コ　ドハヱリぢ　　へひ　ひ　ぬちリヤぬぢハ　ぬちひ　ぬちハヤぬエぬもぬおひ　ぬみりちぬヤゆ

l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
lまたとな晒機会矯すので　　　　　l
l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
l　　皆様方多数のご参加を　　　　1
さ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き

l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
l　　　　　　　　お願いいたじ蝶蝶幽「l
l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
糀＿〔僻〔伽〔伽量伽〔伽』朧』醗』　齢伽勘伽獄伽昂撚〔伽＿齢伽』㎜聯＿眺＿　〔撚』　』聯齢伽＿曳〔雛＿、鈴

【主催】松代町体育協会
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2回「越後まつだい冬の陣』で

あなたの『力』

　　と
『アイデア』を

難
奎

A

襲

雛

　
「
越
後
ま
つ
だ
い
冬
の
陣
」
実

行
委
員
会
で
は
、
第
二
回
「
冬
の

陣
」
に
向
け
て
活
動
を
開
始
い
た

し
ま
し
た
が
、
好
評
だ
っ
た
第
一

回
以
上
の
成
果
を
あ
げ
る
た
め
、

町
内
の
方
々
か
ら
広
く
、
積
極
的

に
企
画
立
案
か
ら
実
施
段
階
ま
で

ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
ま
た
は
団

体
、
グ
ル
ー
プ
を
募
集
し
て
お
り

ま
す
。

　
町
の
冬
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
か
ら
、

全
国
的
に
知
ら
れ
る
「
冬
の
陣
」

を
目
指
し
、
あ
な
た
と
あ
な
た
の

グ
ル
ー
プ
も
是
非
参
加
し
て
下
さ

い
。※

申
込
み
、
問
い
合
せ
先
は
、
役

場
総
務
課
内
「
冬
の
陣
」
実
行
委

員
会
事
務
局
ま
で
。
　
（
暦
7
1
2

2
2
0
）

峨　　『　　，　　　ロ　　■v　　甲　，
　　ド　　ド　ド
　　饗嚢

、
懇

・
義

灘

肇灘

灘
　
蘂

　
　
髄
鍵

　
　
　

　
　
縫

　
　
　
騰

　
　
　
難

　
　
　
継
麟

嵐欝

講

灘
蝋　

購　
　
　
磁

　
鞭

　
鍬難

，

嚢
　
、

．
轟

鰹
雛

醐
麟

　
　
　
欝

㎜㌔
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特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

一
、
受
験
資
格
と
募
集
職
種

　
ω
上
越
地
域
（
東
頸
城
郡
含
）

　
に
住
所
を
有
す
る
者
、
又
は
父

　
母
等
生
計
の
中
心
者
の
住
所
が

あ
り
通
勤
可
能
な
者

　
ω
そ
の
他
は
別
表
の
と
お
り

二
、
試
験
日
時
と
試
験
場

　
○
第
一
次
試
験

　
（
教
養
・
作
文
・
適
性
）

「
み
な
か
み
の
里
」

　
昭
和
六
十
三
年
十
月
二
十
三
日

　
㈲
、
新
井
市
立
新
井
中
学
校

　
○
第
一
一
次
試
験

　
　
（
面
接
・
身
体
検
査
・
体
力
測

　
定
）

　
第
一
次
合
格
者
に
後
日
通
知

三
、
勤
務
場
所

　
新
井
市
上
新
保
五
四
九

　
　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

職　　種
採用予

定人員

受　　　験　　　資　　　格

資格・免許等 年齢（昭和64年4月1日現在）

事務員 1名

○高校卒業以上、又は卒

業見込みの者

○自動車普通免許所有者

昭和36年4月2日　生まれから

昭和46年4月1日　生まれまで

生活指導員 1名
　社会福祉主事又は同等

以上の資格を有する者

昭和24年4月2日　生まれから

昭和42年4月1日　生まれまで

看護婦
看護士

3名
　看護婦、看護士、又は

準看護婦免許を有する者

昭和19年4月2日　生まれから

昭和46年4月1日　生まれまで

栄養士 1名 栄養十免許を有する者
昭和29年4月2日　生まれから

昭和44年4月1日　生まれまで

寮父母
男6名
女16名

昭和14年4月2日　生まれから

昭和46年4月1日　生まれまで

介助　員

　　兼

運転　員

2名 自動車大型免許所有者
昭和19年4月2日　生まれから

昭和42年4月1日　生まれまで

職
員
募
集

　
　
　
「
み
な
か
み
の
里
」

四
、
受
験
手
続

　
申
込
用
紙
は
役
場
社
会
課
社
会

　
福
祉
係
に
あ
り
ま
す
。

　
受
付
期
間
は
九
月
十
二
日
㈲
～

　
九
月
二
十
六
日
ま
で

◎
詳
細
に
つ
い
て
お
知
り
に
な
り

た
い
方
は
、
役
場
社
会
課
社
会
福

祉
係
、
ま
た
は
新
井
頸
南
福
祉
会

（
盈
0
2
5
5
（
7
2
）
5
1
1
1
）

へ
お
問
合
せ
下
さ
い
。

わ
が
む
ら
　
わ
が
ま
ち

　
　
自
慢
の
逸
品
ま
つ
り

　
県
内
各
地
域
の
市
町
村
か
ら
、
、
ハ

ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
特
産
品
が
展

示
即
売
さ
れ
る
ほ
か
、
特
産
品
の

手
づ
く
り
実
演
、
特
産
品
プ
レ
ゼ

ン
ト
、
県
下
の
ミ
ス
大
集
合
な
ど

楽
し
い
イ
、
ベ
ン
ト
が
盛
り
沢
山
に

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
松
代
町
か
ら
は
、
越
後
松
代
け

ん
ち
ん
汁
本
舗
の
「
け
ん
ち
ん
汁
」

「
棒
だ
ら
の
煮
つ
け
」
等
の
製
品

が
出
品
し
販
売
さ
れ
ま
す
。

◎
会
　
期

◇別表　募集職種と受験資格

ご
ぞ
ん
じ
で
す
か

　
　
四
十
周
年
を
迎
え
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
検
　
　
察

　
皆
さ
ん
の
周
囲
で
も
、
交
通
事

故
・
詐
欺
・
お
ど
し
な
ど
の
被
害

に
あ
っ
て
警
察
や
検
察
庁
に
訴
え

た
が
、
そ
の
事
件
を
裁
判
に
か
け

て
も
ら
え
ず
、
ど
う
も
納
得
で
き

な
い
。
こ
ん
な
不
満
を
お
持
ち
の

方
は
、
左
記
検
察
審
査
会
事
務
局

に
遠
慮
な
く
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
検
察
審
査
会
は
、
選
挙
権
を
有

す
る
国
民
の
中
か
ら
、
　
「
く
じ
」

で
選
ば
れ
た
十
一
人
の
審
査
員
が

国
民
を
代
表
し
、
住
民
と
し
て
健

審
　
　
査
　
　
会

全
な
良
識
に
従
っ
て
、
検
察
官
の

不
起
訴
処
分
を
調
べ
な
お
し
て
く

れ
る
民
主
的
な
国
の
機
関
で
す
。

　
相
談
や
申
立
て
に
つ
い
て
の
費

用
は
一
切
無
料
で
す
。

　
　
　
記

　
高
田
検
察
審
査
会
事
務
局

　
　
上
越
市
大
手
町
一
の
二
六

　
　
　
新
潟
地
方
裁
判
所

　
　
　
　
　
　
　
高
田
支
部
構
内

　
T
E
L
O
二
五
五

　
　
　
　
　
（
二
四
）
五
一
六
〇

　
九
月
二
十
一
日
㈲
か
ら
二
十
六

日
㈲
ま
で
の
六
日
間

◎
会
　
場

　
新
潟
市
　
大
和
新
潟
店

　
　
　
～
主
催
　
新
潟
県
～

鞭
●
◎

ユ
ー

10月1日
住宅統計調査
“住宅の国勢調査”ともいわれる住宅

調査が、この10月1日、全国の約370
帯を対象に行われます。快適な住まい

みよい街づくりのための大切な調査で
　松代町では、田沢の全部、松代・蓬
室野の各一部が対象となります。調査
ご協力をお願いします。

ます　快適な住まい、住
ためあ大切な調査です・¢昭和63年住宅統計調査、

沢の全部、松代・蓬平・
となります。調査への　お問合せは
す．　　　　　　　　　　　　総務課統計係（7－2220）
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ブロック チ　　ー　　ム　　名 1 2 3 4 5 6 勝 負 分

一
　
　
　
　
　
　
部

A

1　司　　工　　務　　店 × × × ○ ○ 2 3
2　伊沢ワンダーナイン ○ ○ × ○ ○ 4 1
3　松校ローチェス○ × × ○ ○ 3 2
4　アックスボンバーズ ○ ○ ○ ○ ○ 5 0
5　役場イーグルス × × × × ○ 1 4
6　役場フェニックス × × × × × 0 5

B

1　松代イ　レ　ブン × × × × × 0 5
2　ボストマンクラブ ○ ○ ○ ○ × 4 1
3　松代病院ドランカーズ ○ × × × × 1 4
4　松代ス　タ　ー　ズ ○ × ○ × △ 2 2 1
5　寺田ジャガーズ○ × ○ ○ ○ 4 1
6　奴奈川モンチッチ ○ ○ ○ △ × 3 1 1

二
　
　
　
　
　
　
　
部

C

1　ノ　ー　　ラ　ン　ズ △ × ○ ○ 2 1 1
2　佐藤建築パイレーツ △ ○ △ ○ 2 0 2
3　ス　クールメ　ッ　ツ ○ × △ ○ 2 1 1
4　松　代　商　工　会 × △ △ ○ 1 1 2
5　ザ・ジヤイアンツ × × × × 0 4

D

1　アザミヒラーズ × × × × 0 4
2　蓬平スネークス○ × ○ △ 2 1 1
3　蒲生ブルースカイ ○ ○ ○ ○ 4 0
4　土木クラッシャーズ ○ × × ○ 2 2
5　吉　沢ぶ　り　っ　こ ○ △ × × 1 2 1

E

1　北山連合ファイターズ ○ × × × 1 3
2　役場モンスターズ × × × × 0 4
3　田沢人間ギャートルズ ○ ○ × ○ 3 1
4　役場ベアー　ズ○ ○ ○ ○ 4 0
5　相沢組キラーズ○ ○ × × 2 2

第42回町長杯争奪野球大会

伊沢地区チーム、他を圧倒

（1部リーグ）

　　　優勝アックスボンバーズ
　　　準優勝　伊沢ワンダーナイン

　　　三位寺田ジヤガーズ
　　　　　　　ポストマンクラブ

（2部リーグ）

　　　優勝佐藤建築パイレーツ
　　　準優勝　蒲生ブルースカイ

　　　三位役場ベアーズ
　　　　　　　蓬平スネークス

　　　9月運転免許更新
●と　　き　9月16日㈹
　　　　午前9時00分から午前11時OO分まで
●ところ　総合センター　大ホール
●対　　象　期限が9月16日から10月16日までの人，

●持ち物　○写真1枚　○収入証紙2，400円分

　　　　○免許証　　O協会費1，500円
　　　　o安協発行のお知らせハガキ
●問い合わせ　安協松代支部事務局（費7－2220）へ

芝 峠

カ

ス

368m 雇
掘削 を

…突

↓ 砿

τ
ご目
ノゑ

所

残 を

り 目

432m
才旨

し

掘
肖
中

こ目

皿
泉

、

況
（

ザ
・
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ

田
沢
人
間
ギ
ャ
ト
ル
ズ

寺
田
ジ
ャ
ガ
ー
ズ

奴
奈
川
モ
ン
チ
ッ
チ

ポ
ス
ト
マ
ン
ク
ラ
ブ

伊
沢
ワ
ン
ダ
ー
ナ
イ
ン

莇
平
ヒ
ラ
ー
ズ

ス
ク
ー
ル
メ
ッ
ツ

ア
ッ
ク
ス
ボ
ン
バ
ー
ズ

司
　
工
　
務
　
店

佐
藤
建
築
パ
イ
レ
ー
ツ

吉
沢
ぶ
り
っ
こ

ノ蓬蒲土松松役相松松商役役

1嘗岱禦癬蓼
ン1気レタアラ秀青グ多

クカ1ブロ1マェ年ルi
ズスイズンズズズズス部スズ
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先
日
、
役
場
の
広
報
の
係
か
ら

『
ヤ
ン
グ
広
場
』
へ
の
掲
載
文
を

依
頼
さ
れ
、
そ
ろ
そ
ろ
、
ヤ
ン
グ

か
ら
退
こ
う
と
思
っ
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
、
お
断
り
し
た
の
で
す

が
、
ま
だ
ま
だ
と
お
だ
て
ら
れ
、

調
子
に
の
っ
て
引
き
受
け
た
の
で

す
が
、
締
切
り
日
の
廷
長
を
願
い

書
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
何
と

も
情
け
な
い
次
第
で
あ
り
ま
す
。

◆
　
◆
　
　
　
◆
　
　
　
φ
　
◆
　
◆
　
　
　
◆
　
◆
　
◆
　
　
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆

　
“
ス
ー
パ
ー
特
急
が
走
る
”

に
わ
か
に
全
国
の
注
目
を
集
め
た

北
越
北
線
。
し
か
し
残
念
な
が
ら

松考

＿代
局　る

　
　
　
さ
て
、
松
之
山
町
か
ら
引
越
し

　
　
て
来
て
中
学
、
高
校
と
六
年
を
過

　
　
ご
し
、
四
年
間
東
京
で
生
活
を
し
、

　
　
松
代
へ
戻
っ
て
来
て
早
や
六
年
、

　
　
三
十
代
を
目
の
前
に
し
た
私
が
、

　
　
日
ご
ろ
若
者
の
立
場
か
ら
考
え
て

　
　
い
る
こ
と
を
書
か
せ
て
い
た
だ
き

　
　
ま
す
。

　
　
　
松
代
町
を
魅
力
あ
る
町
に
し
よ

　
　
う
と
い
う
事
で
、
昨
年
か
ら
色
々

　
　
な
動
き
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。
過
疎

　
　
化
や
若
者
が
少
な
い
と
い
う
問
題

　
　
を
か
か
え
た
町
に
と
っ
て
、
大
切

　
　
な
事
だ
と
思
い
ま
す
。
私
自
身
は

　
　
青
年
会
や
商
工
会
青
年
部
、
は
た

　
　
ま
た
昨
年
結
成
し
た
元
気
会
、
と

　
　
す
ば
ら
し
い
仲
間
の
中
に
入
れ
て

　
　
い
た
だ
き
、
色
々
な
活
動
を
し
て

◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆

　
　
整
備
新
幹
線
構
想
の
仲
間
入
り
は

　
　
で
き
な
い
も
の
の
、
い
い
方
向
に

　
　
話
が
進
み
そ
う
な
気
配
で
す
。

　
　
　
さ
て
、
こ
の
日
は
一
足
先
に
北

　
　
越
北
線
の
ト
ン
ネ
ル
に
一
番
列
車

　
　
が
大
歓
声
の
中
で
走
り
抜
け
ま
し

沢町
昭

夫

　
失
敗
し
た
り
、
成
功
し
た
り
、
苦
し

　
ん
だ
り
、
楽
し
ん
だ
り
さ
せ
て
も

　
ら
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
活

　
動
の
成
果
が
あ
っ
て
か
ど
う
か
、

　
松
代
町
に
は
『
若
者
が
い
な
い
』

　
と
い
う
言
葉
を
最
近
耳
に
し
た
こ

　
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
こ
れ

　
は
、
私
が
耳
に
し
な
い
だ
け
で
、

　
巷
で
多
く
の
人
が
さ
さ
や
き
、
そ

　
れ
を
聞
い
て
い
る
人
が
多
く
い
る

　
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
　
こ
こ
で
、
若
者
が
少
な
い
原
因

　
の
ひ
と
つ
に
『
若
者
が
住
み
に
く

　
い
生
活
環
境
に
な
っ
て
い
る
の
で

　
は
な
い
か
？
』
と
い
う
こ
と
が
考

　
え
ら
れ
ま
す
。
具
体
的
に
、
い
く

　
つ
か
掲
げ
ま
す
と
、
一
、
他
人
の

　
成
功
を
素
直
に
喜
ば
な
い
。
二
、

◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆

　
た
。
場
所
は
総
合
グ
ラ
ン
ド
。
町

　
民
体
育
祭
で
の
一
コ
マ
。

　
　
人
と
人
の
連
帯
で
で
き
た
ト
ン

　
ネ
ル
。
本
物
の
ト
ン
ネ
ル
も
み
な

　
さ
ん
の
期
待
を
背
に
一
生
懸
命
掘

　
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
ち
ら
の
一
番

失
敗
を
他
人
の
せ
い
に
す
る
。
三
、

叱
る
だ
け
で
、
わ
か
り
や
す
い
指

導
が
な
い
。
四
、
他
人
の
悪
口
を

言
い
、
平
気
で
同
じ
よ
う
な
事
を

し
て
い
る
。
こ
う
い
っ
た
事
は
都

会
に
も
あ
る
問
題
だ
と
思
う
の
で

す
が
、
今
現
在
都
会
よ
り
不
利
な

状
態
に
あ
る
中
で
、
若
者
の
入
り

や
す
い
、
居
や
す
い
町
作
り
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。

　
生
意
気
な
要
求
の
よ
う
な
こ
と

を
書
い
た
私
な
ど
は
、
失
敗
ば
か

り
で
多
く
の
方
に
迷
惑
ば
か
り
か

け
て
い
る
者
で
す
が
、
好
き
な
松

代
町
に
若
者
が
一
人
で
も
多
く
増

え
て
、
世
代
の
違
い
に
よ
っ
て
起

こ
る
『
ぎ
す
ぎ
す
し
た
関
係
』
は
、

お
互
い
に
歩
み
寄
り
、
明
る
い
口

論
を
交
わ
し
つ
つ
、
各
世
代
調
和

の
と
れ
た
町
に
な
る
こ
と
を
希
望

し
ま
す
。

◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆

列
車
は
ど
ん
な
顔
で
出
て
く
る
の

で
し
よ
う
。

　
走
れ
！
　
わ
れ
ら
の
北
越
北
線

（
7
月
創
日
～
8
月
2
0
日
受
付
）

　
幸
せ
多
い
人
生
を
（
結
婚
）

川
崎
三
千
夫
・
朴
　
玉
順
さ
ん
・

　
　
　
　
（
桐
山
・
古
右
エ
門
）

秋
山
益
太
郎
・
柳
　
恵
京
さ
ん

　
　
　
　
（
清
水
・
角
左
エ
門
）

　
げ
ん
き
な
よ
い
子
に
（
出
生
）

　
　
か
ず
や

中
村
和
哉
ち
・
ん
和
男
・
美
奈
子
さ
ん

　
　
（
長
男
・
清
水
・
佐
太
郎
）

　
　
と
も
は
る

井
上
智
晴
ち
・
ん
覚
・
百
合
子
さ
ん

　
　
　
（
二
男
・
寺
田
・
久
助
）

　
　
し
ょ
う
ご

佐
藤
将
吾
　
正
男
・
里
江
さ
ん

　
　
（
二
男
・
千
年
・
三
牧
田
）

ご
冥
福
を
祈
り
ま
す
（
死
亡
）

室
岡
　
ソ
ノ
さ
ん
　
78
歳

　
　
　
　
　
　
（
仙
納
・
太
田
）

秋
山
　
イ
セ
さ
ん
　
9
4
歳

　
　
　
　
　
　
（
清
水
・
八
院
）

お
詫
び
　
八
月
号
、
戸
籍
の
窓
口

の
婚
姻
欄
で
中
條
栄
一
・
モ
ラ
レ

ス
、
●
エ
ド
ウ
所
弓
ナ
さ
ん
（
竹
所
・

石
原
）
は
新
屋
敷
の
誤
ま
り
で
し

た
。
　
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。
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彪
亀

ふ穂　　の暮　　湧確　　な梅
朝揃　　しれ　　く固　　り雨　　　短
のひ　　みて　　螢た　　今寒　　　歌
空の　　入尚　　火る　　日の
気青　る闇　の信　ま肌　　螢
うき　　声と　　乱念　　た傷

槽篇繕貌野火もに　　にま　　ぶは　　松く　石
　霧　　浸で　　夜ほ　　之に
　深　　り鳴　　にど　　山し
　く　　聞く　　　遠　　のみ　念
　漂　　く蝉　　　　し　　湯る

　涼車　　最河
　風椅　　後骨　　塚分　　の蔭　　裡を
　の子　　まの　　の寺　　内田　　の研
　中身　　で花　　筆の　　にの　　床ぐ
　にを　　咲揺　　の焼　　子貧　　施砥
　大托　　くら　　字跡　　をし　　餓石
　のし　　立し　　よ広　　遊き　　鬼は
　字て　　葵を　　ろし　　ば稲　　用田
　湯の　　高り　　し赤　　せも　　意水
　治夕　　か鯉　　毬の　　て穂　　の沸

　　み　　し道　　花ま　　り揃　　子中
花　　　　明　　　　水

　踊て下　　花　　道　　川　　真　　蝉
　り　　駄　　火　　普　　蛙　　夏　　取
　輪　　ば　　消　　請　　涼　　日　　る
　へ　　き　　え　　終　　し　　や　　子
　退　　の　　酒　　え　　き　　亡　　日
　職　　帰　　の　　し　　声　　夫　　焼
　教　　省　　香　　夕　　を　　偲　　の
　師　　子　　残　　風　　ふ　　び　　体
　子　　が　　る　　祭　　と　　て　　よ
　に　　子　　夏　　来　　こ　　墓　　く

　さ　　従　　敷さ　　　に　　ふ
峰れ人へ人　　女　　元　　香　　沙
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　　　　　　　　　　　　　　　葉　　た
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ユ
リ
科
の
多
年
草
、
カ
ン
ゾ
ウ

の
仲
間
に
は
、
八
重
咲
き
の
ヤ
ブ

カ
ン
ゾ
ウ
と
、
一
重
咲
き
の
ノ
カ

ン
ゾ
ウ
の
二
種
が
あ
る
。
ヤ
ブ
カ

ン
ゾ
ウ
は
全
国
各
地
で
見
ら
れ
る

　
　
繋

醗灘　
　
　
嚢
　
　
　
　
　
灘

　
　
　
　
出
題
　
本
因
坊

灘
難

鐵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
武
宮
正
樹

図
　
　
白
先
黒
死
・
3
手
ま
で

　
●
ヒ
ン
ト
…
ダ
メ
ヅ
マ
，
リ

　
　
2
分
で
3
級
、
1
分
で
1
級
。

が
、
ノ
カ
ン
ゾ
ウ
は
本
州
以
南
に

分
布
す
る
。
野
原
や
、
小
川
の
堤

に
群
生
す
る
。
夏
に
、
花
茎
が
一

米
程
に
伸
び
、
先
に
十
箇
程
の
榿

赤
色
の
ユ
リ
に
似
た
花
が
咲
く
。

　
食
べ
方
、
若
芽
を
地
ぎ
わ
か
ら

採
り
、
ひ
た
し
、
あ
い
も
の
、
天

ぷ
ら
等
で
食
べ
る
。
俗
名
メ
ク
ラ

シ
ョ
ウ
ブ
と
も
い
う
。

騒

鱗
灘

灘

騰
　
　
　
鞭
灘

　
　
黙
　
聾

　
　
　
　

叢

難
響
灘
灘
嚢

灘　
　
羅
難

灘
・
嚢
韓
懸

。
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